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●
1
9
5
号
の
記
載
に
つ
い
て
／
1
9
5
号
裏
表
紙
に
掲
載
の「
山
神
の
獅
子
舞
」の
本
文
1
行
目「
毎
年
1
月
第
4
日
曜
日
」は
、「
毎
年
1
月
最
終
日
曜
日
」の
誤
り
で
し
た
。こ
こ
に
お
詫
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
旅
は
、
宮
川
に
沿
っ
て
芝

生
広
場
や
遊
水
プ
ー
ル
な
ど
が
続
く

「
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
」を
基
点
に

し
ま
す
。
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
開
催
さ
れ
る
同
パ
ー
ク
に
は
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
い
ま

す
。
東
西
に
広
い
た
め
、
駐
車
場
が

６
か
所
あ
り
、
大
変
便
利
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

を
併
設
し
た「
バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い
」

近
く
の
第
３
駐
車
場
に
車
を
止
め
て

出
発
。
芝
生
広
場
で
遊
ぶ
親
子
を
眺

め
な
が
ら
南
西
に
進
む
と
、
や
が
て

大
き
な
橋
が
架
か
っ
て
い
る
の
に
気

付
き
ま
し
た
。
内
城
田
大
橋
で
す
。

橋
の
上
か
ら
は
、
山
々
と
宮
川
の
流

れ
が
眺
望
で
き
、
心
和
み
ま
す
。
し

か
し
、
か
つ
て
こ
の
辺
り
で
12
名
が

犠
牲
に
な
っ
た
事
故
が
あ
っ
た
と
教

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
痛
ま
し
い
事
故

と
は
、明
治
３（
１
８
７
０
）年
、
現

在
の
大
紀
町
野
原
の
人
々
が
、
疫
病

の
平
癒
祈
願
の
た
め
に
鵜
飼
船
で
伊

勢
神
宮
へ
向
か
う
途
中
、
岩
に
激
突

し
て
難
破
し
た
と
い
う
も
の
。
近
く

に
は
、
供
養
す
る
た
め
の
地
蔵
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
大
野

木
地
区
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
毎
年
1
月
に『
愛
宕
さ
ん
祭
り
』が

行
わ
れ
る
山
崎
の
大
岩
に
も
寄
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
知
る
人
ぞ
知
る
場

所
で
す
よ
」と
の
案
内
で
、内
城
田
大

橋
を
渡
り
、
下
久
具
地
区
へ
と
入
り

ま
す
。
お
話
の
大
岩
は
、
森
閑
と
し

た
杉
林
の
中
、
急
な
石
段
を
上
っ
た

先
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
ま
す
。
一
度
に
十
数
人
以

上
が
座
れ
る
ほ
ど
の
窟
が
あ
り
、
小

さ
な
祠
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
中

に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
愛
宕
神
社

の
火
伏
札
。「
愛
宕
さ
ん
祭
り
」で
は
、

こ
こ
で
火
を
焚
き
な
が
ら
、一
同
で

般
若
心
経
を
唱
え
る
と
い
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
信
仰
を
集
め
る
山
崎

の
大
岩
を
後
に
し
て
、
静
か
な
住
宅

地
の
中
を
進
み
ま
す
。
下
久
具
地
区

で
は
、
毎
年
２
月
の
第
１
土
曜
日
に

公
民
館
前
広
場（
海
蔵
寺
境
内
）や
、

神
宮
遥
拝
所
前
な
ど
で
行
わ
れ
る

「
下
久
具
の
御
頭
神
事
」の
獅
子
舞
が

有
名
。
ま
た
、
棚
橋
地
区
で
は
、
同

月
第
２
土
曜
日
に「
棚
橋
の
御
頭
神

事
」が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
獅
子
舞
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
両
地
区
の

獅
子
頭
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
と
も

と
は
両
地
区
の
獅
子
頭
は
夫
婦
で
、

あ
る
時
、
大
火
事
か
ら
保
護
す
る
た

め
に
宮
川
へ
流
し
た
と
こ
ろ
、
雄
の

獅
子
頭
は
棚
橋
の
人
が
、
雌
の
獅
子

頭
は
下
久
具
の
人
が
拾
い
上
げ
た
と

い
う
も
の
。
そ
の
た
め
獅
子
舞
の
際

に
は
、
棚
橋
で
は〝
さ
き
ょ
う（
左
京
）〞、

下
久
具
で
は〝
だ
い
じ
ょ
う（
大
上
）〞

と
、
お
互
い
の
名
前
を
呼
ぶ
の
が
慣

わ
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

各
地
区
に
伝
わ
る
楽
し
い
お
話
を

教
わ
り
な
が
ら
、
下
久
具
地
区
を
抜

け
、
上
久
具
地
区
に
入
り
ま
す
。
す

る
と
、
右
手
前
方
に
木
々
が
茂
る
一

角
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
が
、

天
照
大
神
御
鎮
座
の
地
を
求
め
て
巡

行
中
の
倭
姫
命
が
立
ち
寄
ら
れ
た
と

い
う
久
具
都
比
賣
神
社
で
す
。
１
歩

足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
、
空
気
が

一
変
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
正
殿

を
守
る
か
の
よ
う
に
大
木
が
林
立
し

ま
す
が
、
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、

ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
で
す
。
幹
回
り
の

太
さ
は
7.8
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
は
１
５

０
０
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
っ
ち
に
き
て
く
だ
さ
い
」と
誘

わ
れ
、
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
坂
を

下
る
と
、
突
然
、
小
さ
な
池
が
出
現

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
倭
姫
命
が

お
化
粧
を
し
た
り
、
髪
を
直
さ
れ
た

と
い
う
伝
説
が
残
り
、〝
倭
姫
命
の

鬢
水
入
れ
〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

久
具
都
比
賣
神
社
に
参
拝
し
た
後

は
、
再
び
宮
川
を
渡
り
、
棚
橋
地
区

へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
に
架
か
る

橋
は
、
平
成
６
年
に
完
成
し
た
久
具

都
比
売
橋
。
実
は
、
こ
の
橋
が
架
か

る
ま
で
は
、
小
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
も
含
め
た
町
民
や
荷
物
な
ど
は
、

渡
し
船
で
運
ん
で
い
た
と
い
い
い
ま

す
。
町
内
を
流
れ
る
宮
川
に
は
７
か

所
の
渡
し
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
残
っ
た
の
が
、こ
の「
上
久
具

の
渡
し
」で
し
た
。

　
「
次
に
向
か
う
の
は
蓮
華
寺
で
す
。

由
緒
あ
る
お
寺
で
す
よ
」と
の
案
内

で
進
む
と
、
や
が
て
見
え
て
き
た
の

が
、
風
情
の
あ
る
山
門
。
門
を
く
ぐ

る
と
、
左
手
に
観
音
堂
、
正
面
に
建

つ
の
が
本
堂
で
す
。
同
寺
の
歴
史
は

古
く
、
平
安
時
代
中
頃
に
ま
で
遡
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、

武
家
や
公
家
の
祈
禱
所
と
し
て
勢
力

を
持
ち
、
全
盛
期
に
は
20
を
超
え
る

末
寺
が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
現

在
の
本
堂
は
、
享
保
８（
１
７
２
３
）

年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、薬
師
如
来
坐
像
な

ど
が
安
置
さ
れ
た
薬
師
堂
や
、「
棚
橋

の
御
頭
神
事
」の
獅
子
頭
を
安
置
し

た「
大
上
殿
」な
ど
が
見
ら
れ
る
法
光

寺
に
も
立
ち
寄
り
た
い
も
の
。
い
ず

れ
も
、
地
域
の
人
々
が
大
切
に
受
け

継
い
で
き
た
も
の
な
の
で
す
。

　

続
い
て
大
野
木
地
区
へ
と
向
か
い

ま
す
。
途
中
で
目
に
す
る
の
が
、
茶

畑
で
す
。
宮
川
沿
い
で
は
、
随
所
で

同
様
の
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
川

か
ら
立
ち
上
る
霧
が
、
香
り
豊
か
な

「
わ
た
ら
い
茶
」を
は
ぐ
く
む
の
で
す
。

　

大
野
木
地
区
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、

観
音
堂
と
大
泉
寺
で
す
。
前
者
で
は
、

毎
年
３
月
の
初
午
の
日
に
祭
り
が
行

わ
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
十
一
面
観

音
立
像
が
開
帳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

傍
ら
に
は
、
庚
申
堂・歯
の
神・子
安

地
蔵
堂
が
た
た
ず
み
ま
す
。

　

一
方
、
後
者
の
大
泉
寺
の
境
内
に

は
、
野
原
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
内
城
田
大
橋
の
上
で
聞
い

た
水
難
事
故
の
際
に
祀
ら
れ
た
地
蔵

で
、
現
在
は
こ
の
地
で
、
犠
牲
者
の

供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

大
泉
寺
か
ら「
宮
リ
バ
ー
度
会

パ
ー
ク
」の
東
端
ま
で
は
、徒
歩
で
約

数
分
の
距
離
。終
点
の「
バ
ザ
ー
ル
わ

た
ら
い
」で
、特
産
品
の「
わ
た
ら
い

茶
」や
新
鮮
野
菜
な
ど
を
お
土
産
に

買
っ
て
帰
る
の
も
、旅
の
楽
し
み
の

一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

表
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桑
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桑
名
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名
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伊
勢
市
の
南
西
に
位
置
す
る
度
会
町
は
、

玉
城
町
・
南
伊
勢
町
・
大
紀
町
な
ど
と

接
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

衝
で
し
た
。
特
に
北
部
を
東
流
す
る
宮

川
は
、
大
台
ヶ
原
の
森
林
資
源
や
、
米
・

野
菜
な
ど
の
物
資
を
運
搬
す
る
ル
ー
ト
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
流
域
に
は
歴
史
あ
る
神
社
・

仏
閣
や
伝
統
行
事
な
ど
が
、
今
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
倭
姫
命
ゆ
か
り
の
久
具
都

比
賣
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
伝
承
が
息
づ
く
各
地
区
を
巡
り
ま
す
。
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古
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光
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ょ
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ょ
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■行程図　所要時間／約3時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。

至玉城IC 至玉城町

至南伊勢町

至
大
紀
町

至
伊
勢
市

約500ｍ 約600ｍ 約200ｍ

約1.3kｍ約1kｍ 約100ｍ約800ｍ約500ｍ約200ｍ 約2.5kｍ

「バザールわたらい」（「宮リバー度会パーク」内） 内城田大橋 山崎の大岩 公民館前広場（海蔵寺境内）

久具都比賣神社久具都比売橋蓮華寺薬師堂観音堂大泉寺

今回の案内人は、度会町の魅力を発信す
る「度会町地域資源を守る会」の皆さん。
向かって左から、会計担当の西村 肇（はじ
む）さん、会長の橋本 丈男（たけお）さん、
事務局長の御村（みむら） 一真さんです。
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木
地
区
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
毎
年
1
月
に『
愛
宕
さ
ん
祭
り
』が

行
わ
れ
る
山
崎
の
大
岩
に
も
寄
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
知
る
人
ぞ
知
る
場

所
で
す
よ
」と
の
案
内
で
、内
城
田
大

橋
を
渡
り
、
下
久
具
地
区
へ
と
入
り

ま
す
。
お
話
の
大
岩
は
、
森
閑
と
し

た
杉
林
の
中
、
急
な
石
段
を
上
っ
た

先
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
さ
に

圧
倒
さ
れ
ま
す
。
一
度
に
十
数
人
以

上
が
座
れ
る
ほ
ど
の
窟
が
あ
り
、
小

さ
な
祠
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。
中

に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
愛
宕
神
社

の
火
伏
札
。「
愛
宕
さ
ん
祭
り
」で
は
、

こ
こ
で
火
を
焚
き
な
が
ら
、一
同
で

般
若
心
経
を
唱
え
る
と
い
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
信
仰
を
集
め
る
山
崎

の
大
岩
を
後
に
し
て
、
静
か
な
住
宅

地
の
中
を
進
み
ま
す
。
下
久
具
地
区

で
は
、
毎
年
２
月
の
第
１
土
曜
日
に

公
民
館
前
広
場（
海
蔵
寺
境
内
）や
、

神
宮
遥
拝
所
前
な
ど
で
行
わ
れ
る

「
下
久
具
の
御
頭
神
事
」の
獅
子
舞
が

有
名
。
ま
た
、
棚
橋
地
区
で
は
、
同

月
第
２
土
曜
日
に「
棚
橋
の
御
頭
神

事
」が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
獅
子
舞
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
両
地
区
の

獅
子
頭
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
と
も

と
は
両
地
区
の
獅
子
頭
は
夫
婦
で
、

あ
る
時
、
大
火
事
か
ら
保
護
す
る
た

め
に
宮
川
へ
流
し
た
と
こ
ろ
、
雄
の

獅
子
頭
は
棚
橋
の
人
が
、
雌
の
獅
子

頭
は
下
久
具
の
人
が
拾
い
上
げ
た
と

い
う
も
の
。
そ
の
た
め
獅
子
舞
の
際

に
は
、
棚
橋
で
は〝
さ
き
ょ
う（
左
京
）〞、

下
久
具
で
は〝
だ
い
じ
ょ
う（
大
上
）〞

と
、
お
互
い
の
名
前
を
呼
ぶ
の
が
慣

わ
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

各
地
区
に
伝
わ
る
楽
し
い
お
話
を

教
わ
り
な
が
ら
、
下
久
具
地
区
を
抜

け
、
上
久
具
地
区
に
入
り
ま
す
。
す

る
と
、
右
手
前
方
に
木
々
が
茂
る
一

角
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
が
、

天
照
大
神
御
鎮
座
の
地
を
求
め
て
巡

行
中
の
倭
姫
命
が
立
ち
寄
ら
れ
た
と

い
う
久
具
都
比
賣
神
社
で
す
。
１
歩

足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け
で
、
空
気
が

一
変
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
正
殿

を
守
る
か
の
よ
う
に
大
木
が
林
立
し

ま
す
が
、
中
で
も
目
を
引
く
の
は
、

ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
で
す
。
幹
回
り
の

太
さ
は
7.8
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
は
１
５

０
０
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
っ
ち
に
き
て
く
だ
さ
い
」と
誘

わ
れ
、
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
坂
を

下
る
と
、
突
然
、
小
さ
な
池
が
出
現

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
倭
姫
命
が

お
化
粧
を
し
た
り
、
髪
を
直
さ
れ
た

と
い
う
伝
説
が
残
り
、〝
倭
姫
命
の

鬢
水
入
れ
〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

久
具
都
比
賣
神
社
に
参
拝
し
た
後

は
、
再
び
宮
川
を
渡
り
、
棚
橋
地
区

へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
に
架
か
る

橋
は
、
平
成
６
年
に
完
成
し
た
久
具

都
比
売
橋
。
実
は
、
こ
の
橋
が
架
か

る
ま
で
は
、
小
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
も
含
め
た
町
民
や
荷
物
な
ど
は
、

渡
し
船
で
運
ん
で
い
た
と
い
い
い
ま

す
。
町
内
を
流
れ
る
宮
川
に
は
７
か

所
の
渡
し
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
残
っ
た
の
が
、こ
の「
上
久
具

の
渡
し
」で
し
た
。

　
「
次
に
向
か
う
の
は
蓮
華
寺
で
す
。

由
緒
あ
る
お
寺
で
す
よ
」と
の
案
内

で
進
む
と
、
や
が
て
見
え
て
き
た
の

が
、
風
情
の
あ
る
山
門
。
門
を
く
ぐ

る
と
、
左
手
に
観
音
堂
、
正
面
に
建

つ
の
が
本
堂
で
す
。
同
寺
の
歴
史
は

古
く
、
平
安
時
代
中
頃
に
ま
で
遡
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
は
、

武
家
や
公
家
の
祈
禱
所
と
し
て
勢
力

を
持
ち
、
全
盛
期
に
は
20
を
超
え
る

末
寺
が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
現

在
の
本
堂
は
、
享
保
８（
１
７
２
３
）

年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、薬
師
如
来
坐
像
な

ど
が
安
置
さ
れ
た
薬
師
堂
や
、「
棚
橋

の
御
頭
神
事
」の
獅
子
頭
を
安
置
し

た「
大
上
殿
」な
ど
が
見
ら
れ
る
法
光

寺
に
も
立
ち
寄
り
た
い
も
の
。
い
ず

れ
も
、
地
域
の
人
々
が
大
切
に
受
け

継
い
で
き
た
も
の
な
の
で
す
。

　

続
い
て
大
野
木
地
区
へ
と
向
か
い

ま
す
。
途
中
で
目
に
す
る
の
が
、
茶

畑
で
す
。
宮
川
沿
い
で
は
、
随
所
で

同
様
の
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
川

か
ら
立
ち
上
る
霧
が
、
香
り
豊
か
な

「
わ
た
ら
い
茶
」を
は
ぐ
く
む
の
で
す
。

　

大
野
木
地
区
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、

観
音
堂
と
大
泉
寺
で
す
。
前
者
で
は
、

毎
年
３
月
の
初
午
の
日
に
祭
り
が
行

わ
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
十
一
面
観

音
立
像
が
開
帳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

傍
ら
に
は
、
庚
申
堂・歯
の
神・子
安

地
蔵
堂
が
た
た
ず
み
ま
す
。

　

一
方
、
後
者
の
大
泉
寺
の
境
内
に

は
、
野
原
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
内
城
田
大
橋
の
上
で
聞
い

た
水
難
事
故
の
際
に
祀
ら
れ
た
地
蔵

で
、
現
在
は
こ
の
地
で
、
犠
牲
者
の

供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

大
泉
寺
か
ら「
宮
リ
バ
ー
度
会

パ
ー
ク
」の
東
端
ま
で
は
、徒
歩
で
約

数
分
の
距
離
。終
点
の「
バ
ザ
ー
ル
わ

た
ら
い
」で
、特
産
品
の「
わ
た
ら
い

茶
」や
新
鮮
野
菜
な
ど
を
お
土
産
に

買
っ
て
帰
る
の
も
、旅
の
楽
し
み
の

一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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伊
勢
市
の
南
西
に
位
置
す
る
度
会
町
は
、

玉
城
町
・
南
伊
勢
町
・
大
紀
町
な
ど
と

接
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

衝
で
し
た
。
特
に
北
部
を
東
流
す
る
宮

川
は
、
大
台
ヶ
原
の
森
林
資
源
や
、
米
・

野
菜
な
ど
の
物
資
を
運
搬
す
る
ル
ー
ト
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
流
域
に
は
歴
史
あ
る
神
社
・

仏
閣
や
伝
統
行
事
な
ど
が
、
今
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
倭
姫
命
ゆ
か
り
の
久
具
都

比
賣
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
伝
承
が
息
づ
く
各
地
区
を
巡
り
ま
す
。
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古
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「棚橋の御頭神事」
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■行程図　所要時間／約3時間30分 ※所要時間は、おおよその目安です。

至玉城IC 至玉城町

至南伊勢町

至
大
紀
町

至
伊
勢
市

約500ｍ 約600ｍ 約200ｍ

約1.3kｍ約1kｍ 約100ｍ約800ｍ約500ｍ約200ｍ 約2.5kｍ

「バザールわたらい」（「宮リバー度会パーク」内） 内城田大橋 山崎の大岩 公民館前広場（海蔵寺境内）

久具都比賣神社久具都比売橋蓮華寺薬師堂観音堂大泉寺

今回の案内人は、度会町の魅力を発信す
る「度会町地域資源を守る会」の皆さん。
向かって左から、会計担当の西村 肇（はじ
む）さん、会長の橋本 丈男（たけお）さん、
事務局長の御村（みむら） 一真さんです。


